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Ⅰ点検及び評価の概要について

１ 教育委員会評価について

 　教育委員会は、首長から独立した合議制の組織であり、同委員会が自ら策定した教育行政の

　基本方針に基づき、教育に係る広範かつ専門的な事務が確実に実施され、かつ充実を図ること

　が求められています。

   平成20年4月に施行された「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の一部改正により、

　教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について、自己点検及び評

　価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表すること

　とされています。

   評価にあたっては、築上町教育委員会（以下「教育委員会」という。）事務局に「教育委員

　会評価検討委員会」を設置し、点検及び評価のための資料整理を行うと共に、その内容につい

　て自己評価を行いました。

  　その後、学識経験を有する方を委員とする「教育委員会外部評価委員会」を設置し、評価及

　び意見をいただきました。

２　点検及び評価の対象並びに実施方法

　　本報告書では、「教育委員会の活動状況」及び「教育施策の推進状況」についての点検・評

　価の結果を掲載しています。

　（１）教育員会の活動状況

　　「教育委員会の活動状況」については、(１)教育委員会の活動、(２)教育委員会が管理・執

　　行する事務の２項目で構成しています。

　（２）教育施策の進捗状況

　　「教育施策の進捗状況」については、「築上町教育振興基本計画(３年次）」に定める６つの

　　基本方針ごとに、これを構成する取組方針の具体的施策について点検及び評価を行っていま

　　す。

　　　具体的施策の各項目ごとに、達成状況を次の４段階の基準で評価しています。

◎

〇

△

▲

　　

　　　また、点検及び評価に基づき、取組方針毎に成果と課題を整理しています。

　　　なお、新型コロナウィルス感染症の影響により、実施できなかった取組・事業等について

　　は、評価なし「－」と標記しています。

 既に目標を達成している。

 目標達成に向けて順調に推移している又は概ね目標を達成している。

 目標達成に向けて、取組みの強化が必要である。

 目標達成のため、取組みの抜本的改善が必要である。
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３　外部評価委員会について

　　「教育委員会評価検討委員会」で自己評価を行った後、学識経験を有する方を委員とする

　「教育委員会外部評価委員会」を設置し、意見をいただきました。

　　なお、外部評価委員会委員については、下記の方にお願いしています。

　　外部評価委員会委員 皆尺寺　敏紀　氏

　　外部評価委員会委員 柿本　直保美　氏

４　評価対象期間

　　　令和６年４月１日　～　令和７年３月３１日
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Ⅱ 教育委員会の活動状況

１ 教育委員会の概要

(1)教育委員会の概要

　教育委員会は、町長から独立した行政委員会として位置付けられ、本町教育行政における重

要事項や基本方針は、町長が議会の同意を得て任命した教育長及び４人の委員で組織する教育

委員会において決定され、教育長の指揮の下に、教育委員会の事務局等が具体的な事務を執行

しています。

(2)教育委員会の所管事務

　教育委員会は、学校教育、社会教育、学術、文化、スポーツ等に関する事務を担当する機関

として設置されています。

(3)教育長及び委員の構成

(令和7年3月31日現在)

２ 教育委員会の活動

・学校訪問 10校、研究発表会訪問  3校、要請学校訪問 3校

３ 教育委員会が管理・執行する事務

以下のとおり、教育委員会規則等の制定又は改廃を行った。

・築上町体育施設条例施行規則の一部改正

・築上町立小中学校における働き方改革に係る指針の改正

・築上町部活動地域移行検討協議会設置要綱の制定

・椎田中学校区小中一貫校開校準備協議会設置要綱の制定

・新築上町図書館庁内検討委員会設置要綱の制定

・椎田中学校区小中一貫校開校準備協議会設置要綱の一部改正

・船迫窯跡整備基本計画策定委員会設置要綱の制定

・築上町立中学校ヘルメット購入補助金交付要綱の一部改正

・築上町地域学校協働活動推進員及び統括推進員設置要綱の

　一部改正

(1)教育委員会規則等の制定
　 又は改廃等に関すること

項　　　目 内　　　容

(1)教育委員会会議開催実績

(2)教育委員会会議以外の活動 ・各種教育委員研修会への出席　3回

内　　　容

・定例会10回、臨時会5回

・総合教育会議への出席　1回

委　員 鱒 渕　   R5.3.25～R9.3.24(1期目) 元PTA連合会会長

項　　　目

麥 田　猛 美 R4.3.25～R8.3.24(2期目)

元講師

委　員 小 林　正 尚 R6.3.25～R10.3.24(2期目) 元小学校長

委　員 折 本　美佐子 R4.3.25～R8.3.24(2期目)

元中学校長委　員
(教育長職務代理者)

職　名 氏　名 委員としての任期 主な経歴

教育長 久 保　ひろみ R5.3.25～R8.3.24(3期目) 元教育事務所　所長
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・築上町学校跡地活用庁内検討委員会設置要綱の制定

・築上町通学路安全推進協議会設置要綱の一部改正

・築上町立中学校ヘルメット購入交付金交付要綱の制定

以下のとおり、事務局職員及び会計年度任用職員を任用した。

・事務局職員23名

・会計年度任用職員

・指導主事3名、学校図書司書3名、学校事務員4名、給食調理

　補助員7名、介護員1名、行政事務2名、講師16名、適応指導

　教室指導員3名、地域活動指導員3名、館長（旧蔵内邸館、

　図書館、中央公民館、ソピア各1名）、ソピア事務員1名、

　中央公民館職員1名、図書館司書3名、図書館事務2名

(8)成果と課題

　【成果】

　・「築上町立小中学校再編統合実施計画」に基づき設置する椎田中学校区の施設一体型小中一貫校

　　の円滑な開校に向けて準備するための協議会を設立し、開校に向けた協議を行いました。

　・開校準備会のホームページを作成し協議内容を周知しました。

　・国際交流を通し、生徒たちの視野を広げ、異文化理解を深めるため、椎田中学校及び築城中

学校がグアムのホゼリオス校と姉妹校覚書を締結しました。

　・総合教育会議では、STEAM教育の推進、学校施設長寿命化計画の改定案、図書館建設事業、椎田

　　行い、今後の本町の小中学校の再編統合の方向性について確認することができました。地区小中学校・地域コミュニティ一体型校建設事業について町長と協議しました。STEAM教育が

子どもたちの実社会で生かされる資質・能力を高める上で有効であるとの認識を共有しました。

　・令和７年１１月２２日オープンに向けて、新しい図書館（築きのもり）建設工事に着手しました。

　・椎田地区小中学校・地域コミュニティ一体型校建設事業実施設計業務を発注し、新しい時代

の学びに対応した施設一体型小中一貫校の施設整備を推進しました。

　【課題】

　・教育委員会会議のさらなる活性化を図るとともに、将来を見据えた教育行政を実現するため

　　に、今後も保護者をはじめ学校関係者との意見交換に努める必要があります。

　・町立小中学校の再編統合については、本町教育行政の重要課題であり、学校関係者はもとよ

り、保護者、地域住民と協働して取組む必要があります。

(4)教育委員会事務局及び教育
 機関の職員の任命等に関する
 こと

以下のとおり、県費負担職員の人事の内申を行った。

・県費負担職員123名、県費講師34名

・令和７年度使用中学校教科用図書選定

・旧藏内氏庭園（貴船神社）の保存整備を実施
・文化財の説明板12ヶ所設置

(5)県費負担教職員の人事の内
　申に関すること

(6)教科用図書の採択の決定に
　関すること

(7)文化財の指定、保存、活用
　に関すること

(2)教育予算その他議決を経るべき
　議案の原案決定に関すること

・教育委員会所管予算の議案原案に対する意見書提出。
・教育委員会に関連する条例等の議案原案に対する意見書提出。
　*築上町立学校設置条例の一部を改正する条例
　*築上町立学校設置条例の一部を改正する条例の一部を改正
　 する条例
　*築上町体育施設条例の一部を改正する条例
　*築上町情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例
　*新図書館整備工事契約及び変更契約

・該当なし
(3)学校その他の教育機関の設置
 及び廃止に関すること

項　　　目 内　　　容
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取組方針1—１ 社会の変化に対応した生きる力を育てる教育の充実

◇ 現状と課題

具体的施策①　児童生徒の資質能力の育成

所管

1 学校

学校

学校

学校

学校

学校

学校

学校

6 学校

2 学力アップ推進事業

・学力向上検証委員会実施 ３回以上実施 ◎

・学力アップ推進事業に基づく授業の質の向
上研修会実施（築城中学校）

１回以上実施 ◎

取組・事業名等 概   要 目標（値） 達成状況

町学力調査実施
・小学校標準学力調査、中学校CRT調査によ
る課題の把握と改善の取組

全国平均との
差∓1以内

○

4 築上塾(土曜講座）

・小学４年生、中学３年生の希望者を対象に
少人数制の習熟度別指導を行う講座を隔週土
曜日（２限）に開設

月２回実施 ◎

・小学生の部で漢字能力検定実施 ２月中に実施 ◎

3
学ぶことに挑み続け
る子どもを育む鍛ほ
めプロジェクト

・実践校（築城小学校・築城中学校）指定 学校訪問3回以上 ◎

・推進委員会の開催
京築教育事務所との

合同２回開催 ◎

町教員研修体系整備
・校長会、若年研修、中堅教員研修、教務主
任等研修会、複式学級設置校研修会等の実施

各研修１回以
上実施

◎

5 校内研修推進

・町指定研究校制度　毎年２校（八津田小学
校・築城中学校）、研究発表会実施

発表会開催 学校 ◎

・校内研修指導主事参加 各校１回参加 ○

第６章 教育施策

基本施策１ 学校教育

基本方針１ 夢と志を持ち、可能性に挑戦し、未来を切り開くために必要となる資質・能力の育成

全国学力学習状況調査、CRT検査、学力標準検査の結果分析からその対策を考え、学力向上に取り組

んでいます。令和５年度全国学力学習状況調査では、標準化得点において、小学校は全国平均を下回り、

中学校は、国語は全国平均、数学は全国平均を下回りました。

子どもたちへのきめ細かな学習指導による確かな学力の向上と情報化などの社会動向に対応できる、小学

校と中学校が連携して子どもの「生きる力」を育む教育の充実が求められています。

そのため、ICTを活用した個別最適な学習を行うための教員の指導力向上と学校環境整備を進めていきま

す。
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7 学校

具体的施策②　個別最適な学びと協働的な学びの推進

所管

1 指導方法工夫改善 学校

2 町雇用職員の配置 学校

3 校務支援システム 学校

具体的施策③　ICT環境づくりと学習への有効活用の推進

所管

学校

学校

学校

学校

学校

学校

学校

学校

学校

学校

学校

学校

学校

学校

具体的施策④　小中一貫教育とキャリア教育の推進

所管

学校

学校

学校

学校

次世代リーダー養成
講座

・中堅教員を中心に、講師を招聘しての自主
研修の実施

年間１０回実施 ○

・少人数指導や習熟度別指導の推進 配置率１００％ ◎

・業務内容の改善 稼働率100％ ◎

取組・事業名等 概   要 目標（値） 達成状況

・指導方法工夫改善教員による授業改善 授業参観１回 ○

取組・事業名等 概   要 目標（値） 達成状況

1 指導者用・学習者用
デジタル教科書導入

・指導者用デジタル教科書の充実 導入率１００％ ◎

・学習者用デジタル教科書の有効活用の推進

・家庭学習におけるタブレットの活用推進 持帰り１００％ ◎

・充電器等周辺機器等の整備 整備率１００％ ◎

活用率100％ ◎

2 一人１台タブレット
配布

・導入ソフトの充実 導入率１００％ ◎

・授業における学習道具としてのタブレット
活用推進

常時活用８０％ ◎

◎
・授業におけるプログラミング教材の活用の
推進

実施率１００％ ◎

4 ICT機器活用推進

・ICT活用推進委員会によるICT活用方法の研
究と周知

研修会２回以
上実施

◎

・学校の情報化チェックリストによる点検

3 情報教育・プログラ
ミング教育推進

・学校情報化優良校認定に応募（令和６年
度）

認定校100％ ◎

・学校情報化先進地域認定 令和６年度 ○

・プログラミング教材の充実 整備率１００％

年１回実施 ◎

5 ICT機器の充実
・全教室に大型提示装置の設置 整備率１００％ ◎

・校内インターネット(Wi-Fi)環境の整備 整備率１００％ ◎

取組・事業名等 概   要 目標（値） 達成状況

1 小中一貫教育推進

・小中学校一貫教育推進委員会開催 年間３回以上 ◎

・小中一貫教育推進分科会開催
分科会開催
３回以上

◎

・小中一貫教育推進校研修視察の実施
各学校２５％

○
（４年間で全職員参加） ○
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学校

学校

具体的施策⑤　道徳性を養う心の教育の充実

所管

1 学校

具体的施策⑥　国際理解教育の推進

所管

1 学校

学校

学校

取組方針１—２ 学校・地域・家庭の連携した教育・体験学習の推進

◇ 現状と課題

具体的施策①　校外学習など地域資源を生かしたふるさと教育の充実

所管

学校

学校

2 学校

3 生涯

具体的施策②　人権・同和教育の推進

所管

1 学校

2 キャリア教育推進
・キャリア教育推進計画の作成 令和６年度 ◎

・キャリア教育推進小中合同委員会開催 年２回以上 ◎

取組・事業名等 概   要 目標（値） 達成状況

英語教育の充実 ・町ＪＥＴ（会計年度職員）３名配置 ３名配置 ◎

取組・事業名等 概   要 目標（値） 達成状況

道徳教育 ・体験活動を取り入れた道徳教育の推進 各学級１回以上 ◎

1 ふるさと教育

・ふるさと教育カリキュラムの作成
・地域の偉人について４年生での教材化

１教材以上
作成

◎

・役場各課との連携

2 海外交流事業

・築上町日中相互交流事業（小学生） R６年度中⽌ −

・築上町グアム中学校交流事業（中学生） 姉妹校締結 ◎

連携５校以上 ◎

交通手段の確保 ・通学バスの活用
通学以外の授業に積

極的に活用 ◎

取組・事業名等 概   要 目標（値） 達成状況

偉人マンガ事業 ・小学校における延塚奉行偉人マンガの活用

新一年生に新規配本
し、学校での活用を

継続する。
◎

取組・事業名等 概   要 目標（値） 達成状況

生活アンケート ・毎月集計、指導支援 毎月実施 ◎

校外学習（自然体験や農業体験）を通して、豊かな人間性を培う教育を実施しました。

地域の資源を生かした特色ある教育により、子どもたちの故郷への愛着を育むことが必要となっています。

学校と家庭、地域が連携し、子どもたちの学びやふれあいを支える環境づくりが求められています。
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学校

学校

具体的施策③　共生社会ホストタウンの特色を生かした教育の推進（生涯学習課との連携）

所管

生涯

生涯

具体的施策④　地域学校協働活動の推進によるコミュニティ・スクールの充実

所管

学校

学校

2 生涯

3 学校

取組方針２－１ 心と体の健康を育む教育の推進

◇ 現状と課題

所管

学校

学校

学校

2 学校

2 人権・同和教育

・各小中学校における年間指導計画により実
施

実施 ○

・「かがやき」「あおぞら・あおぞら２」の
活用推進

実施 ○

取組・事業名等 概   要 目標（値） 達成状況

1 学校運営協議会
・学校ごとのCS活動の交流 学校行事等参加 ◎
・築上町CS連絡会

1 「障がい」者スポー
ツ体験

・中学における車椅子バスケット体験教室の
実施

各中学校で学年を限
定し実施（年1回） ◎

・小学生対象心のバリアフリー教室の実施
（年１回）

4年生を対象に
実施（年1回）

◎

年２回実施 ◎

地域学校協働活動 ・地域学校協働活動研修会参加
年２回以上参加
(県・京築主催) ◎

取組・事業名等 概   要 目標（値） 達成状況

築上町コミュニ
ティ・スクール推進
事業

・CS委員費用弁償、CS活動費用補助 実施率１００％ ◎

具体的施策①　スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーの配置による相談体制の充実

取組・事業名等 概   要 目標（値） 達成状況

1 町スクールカウンセ
ラー配置

・椎田中校区年間２８０時間配置 配置率１００％ ◎
・築城中校区年間２８０時間配置 配置率１００％ ◎
（県担ＳＣ椎田中校区３５０時間　築城中校区１９６時間） 配置率１００％ ◎

町スクールソーシャ
ルワーカー配置

・年間７６８時間配置 配置率１００％ ◎

基本方針２ 小中学生に対するセーフティネットの構築

スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーの相談やアドバイスにより、様々な悩みを抱える児童生

徒やその家族が抱える課題解決に努めました。

特別な支援が必要な児童生徒に対して、一人一人の教育ニーズに応じた支援が今後も必要です。

就学援助等支援を必要とする家庭に対し、継続した効果的な支援が必要です。

不登校児童生徒の解消に向けた取り組みが引き続き必要です。
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学校

学校

具体的施策②　食を通した心身の成長を育む教育の実施

所管

1 学校

2 学校

3 学校

4 学校

具体的施策③　就学援助・奨学金制度の充実

所管

1 学校

2 学校

3 学校

具体的施策④　特別な支援が必要な場合など、個に応じた適切な教育の推進

所管

学校

学校

学校

学校

具体的施策⑤　特別支援学級による個に応じた支援の充実

所管

1 学校

3 いじめ不登校対策

・築上町いじめ問題対策連絡協議会
・築上町不登校対策連絡協議会

年２回実施 ◎

・専門家ＳＣ、ＳＳＷの参加による意見交流
会の実施

年２回実施 ◎

取組・事業名等 概   要 目標（値） 達成状況

給食用食器の更新
・町内小中学校給食用食器をPEN食器に順次
変更

実施率１００％ ○

献立検討委員会
・月１回担当者による献立検討と情報交換会
の実施

月１回実施 ◎

米飯給食
・原則、週５回の米飯給食の実施
　(※月２回のパン給食日除く）

実施率１００％ ◎

「弁当の日」取組 ・年間１回、自作の弁当を持参 年１回実施 ○

特別支援教育就学奨
励費

・経済的な理由により援助が必要な家庭の支
援

実施率１００％ ◎

奨学金制度
・経済的理由により就学困難な学生に対する
学資貸付制度（無利子とし、卒業の年の翌年
から半年賦均等により償還）

実施率１００％ ◎

取組・事業名等 概   要 目標（値） 達成状況

就学援助制度
・経済的な理由により援助が必要な家庭に対
する新入学児童生徒の学用品費の入学前支給
の実施

実施率１００％ ◎

取組・事業名等 概   要 目標（値） 達成状況

1 特別支援教育総合推
進協議会

・各学校の特別支援教育の充実 実施率100％ ◎
・専門家の派遣と弁償費の補助 実施率100％ ◎

2 教育相談
・築上郡教育支援委員会の実施 年２回実施 ◎
・築上町進路支援相談 随時 ○

取組・事業名等 概   要 目標（値） 達成状況

支援員の配置
・支援内容に応じて、講師並びに支援員等を
配置（会計年度任用職員）

配置率１００％ ○
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具体的施策⑥　教育支援センター「あおぞら教室」の設置と運営

所管

1 学校

2 学校

3 学校

4 学校

取組方針３－１ 学校環境の整備

◇ 現状と課題

具体的施策①　老朽化した学校施設に対する安全安心な教育環境の整備

所管

1 整備

2 学校

具体的施策②　学校図書館の整備

所管

1 学校

2 学校

3 学校
生涯

具体的施策③　人口推移等を見据えた学校環境の適正化

所管

1 学校

具体的施策④　通学路の安全確保

所管

学校

学校

取組・事業名等 概   要 目標（値） 達成状況

指導員の配置 ・指導員３名配置 ３名配置 ◎

京築地区教育相談
ネットワーク会議

・他市町との交流による教育相談の充実 連絡会参加 ○

取組・事業名等 概   要 目標（値） 達成状況

運営委員会
・設置と運営の在り方の情報交流（年間２
回）

年２回実施 ◎

京築管内教育支援セ
ンター等連絡会

・他市町との交流による指導力の向上 連絡会参加 ○

取組・事業名等 概   要 目標（値） 達成状況

図書司書配置 ・小学校２名、中学校１名配置 配置率１００％ ◎

椎田地区小中学校・地域コ
ミュニティ一体型校建設事
業

・新しい時代の学びの環境整備先導的開発事
業の推進

実 施 ◎

学校施設長寿命化計
画

・築上町学校施設長寿命化計画の推進 計画改定 ◎

取組・事業名等 概   要 目標（値） 達成状況

（仮称）再編統合準備
委員会の設置

・「築上町立小中学校再編統合実施計画」を
もとに、準備委員会、各部会の開催

実 施 ◎

貸出・資料管理業務
改善

・図書管理システム導入による利便性の向上 導入率１００％ ◎

町図書館との連携
・小、中学校図書司書と町図書館司書の定例
的な会議の開催

年3回以上 ◎

年１回以上開催 ◎

取組・事業名等 概   要 目標（値） 達成状況

1 通学路検討委員会

・築上町通学路安全推進協議会の開催 年１回以上開催 ◎

・危険箇所の安全対策について関係機関と協議

基本方針３ 教育政策推進のための基盤整備

改修、改築が完了した施設以外では、施設によっては老朽化が著しい状況であり、子どもたちの安全で快適な

学習のできる施設環境の整備が求められています。
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取組方針４－１ 文化財の保存・継承

◇ 現状と課題

具体的施策①　本庄の大楠や旧藏内邸などの文化財の適切な保護・保存整備

所管

1 生涯

2 生涯

3 生涯

4 生涯

5 生涯

生涯

生涯

7 生涯

具体的施策②　民俗芸能団体の伝承活動の支援

所管

1 生涯

2 生涯

民俗芸能団体への支援
・町内神楽保存会等への活動支援のための補
助金交付

11団体 ◎

国指定文化財「豊前神
楽」保護事業

・文化庁の補助事業を活用した、用具の修
理・新調支援

7団体 ◎

天然記念物の保護
・国天然記念物である本庄の大楠の消毒、県
天然記念物である小原不動窟の大ソテツの草
刈等実施

大楠は年1回/大ソ
テツは年6回草刈
と1回の剪定

◎

取組・事業名等 概   要 目標（値） 達成状況

6 築上町歴史民俗資料館
の管理運営

・小学校による歴史・民俗体験授業の受入 4校以上 ◎

・開館業務（週１回）を築上町郷土誌会に委
託

週1日開館 ◎

船迫窯跡公園の管理運
営

・草刈などの公園管理、企画展示・イベント
の開催

夏・秋2回開催 ○

旧蔵内邸の管理運営
・文化財としての施設保護管理、展示会・イ
ベントの開催

年3回の展示会 ◎

旧蔵内邸の保存整備
・文化庁補助事業の採択を受けた保存整備の
実施

年間1件程度 ◎

取組・事業名等 概   要 目標（値） 達成状況

試掘確認調査
・各種開発に先立つ埋蔵文化財の試掘調査の
実施

年間10件程度 ○

旧竹内邸の管理運営
・古民家食庵伝法寺庄の運営（文殊会に管理
運営を委託）

イベント年1回 ○

基本施策２ 歴史・文化

基本方針４－１ 郷土の歴史と文化を学び、将来に継承する環境の整備

少子高齢化により伝統芸能の継承存続が危ぶまれる中、各団体が独自に学校や地域で子どもたちへの

伝統文化の伝承活動を行っています。その活動を支援するための補助金を交付するなどの各種サポートを

充実させる必要があります。また、今後は、文化財をデジタルアーカイブに記録・保存するなど、町内に残さ

れた歴史文化資源を次世代へ継承するとともに、それらを活かした学びの機会や観光交流へのさらなる活

用が求められています。
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具体的施策③　文化財のデジタルアーカイブとしての保存・活用

所管

1 生涯

取組方針４－２ 文化財や歴史資源を活用した学習機会、交流活動の充実

◇ 現状と課題

具体的施策①　中津街道保存活用計画に基づく中津街道椎田宿ほか旧街道の整備

所管

1 生涯

2 生涯

具体的施策②　文化財説明サインの設置

所管

1 生涯

具体的施策③　船迫窯跡公園等を活用した文化財・歴史への理解促進

所管

1 生涯

2 生涯

3 生涯

4 生涯

小、中学生受入
・文化財保護係職員が説明員を務めての旧藏
内邸・船迫窯跡公園・歴史民俗資料館への見
学受入

4校以上 ◎

小、中学校への講師派
遣

・学校の要望に応じ、文化財保護係職員を講
師として派遣し、歴史学習などのサポート

4校以上 ○

文化財企画展示
・各種テーマに基づく文化財を集めた企画展
示実施

年2回開催 ○

体験教室開催 ・勾玉作り体験等各種体験教室実施 年2回開催 ○

文化財説明サイン設置
事業

・国庫補助事業を活用した、町内全域の文化
財に関する統一された説明サインの整備

15か所設置 ○

取組・事業名等 概   要 目標（値） 達成状況

中津街道説明サイン設
置事業

・国庫補助事業を活用した、中津街道に関す
る説明サインの整備

サイン1カ所設
置

◎

取組・事業名等 概   要 目標（値） 達成状況

取組・事業名等 概   要 目標（値） 達成状況

中津街道の観光資源化
・中津街道をブランド化しての、リーフレッ
ト、特産品開発、観光ルートなどへの活用

サイン１カ所
設置

△

取組・事業名等 概   要 目標（値） 達成状況

歴史文化遺産活用推進
基金事業

・印刷物製作やホームページ、デジタルアー
カイブの製作、それらを活用した文化財の普
及啓発実施

パンフ2種類刊
行・鴟尾の3D
画像公開

○

町内小中学校からの要望に応じ、旧藏内邸・船迫窯跡公園・歴史民俗資料館への各種体験の受入

や文化財保護係職員を講師として派遣する等の取組みを行いました。一般の文化財への興味関心を高め

るため、企画展示やイベントを定期的に開催しました。今後はサイン等の設置・文化財のデジタルアーカイブ

化を進め、より多くの人々に町の歴史・文化を発信する手段として活用することが求められます。
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5 生涯

取組方針４－３ 芸術文化の充実

◇ 現状と課題

具体的施策①　文化芸術活動への支援

所管

1 生涯

2 生涯

具体的施策②　芸術文化に触れる機会の推進

所管

1 生涯

取組・事業名等 概   要 目標（値） 達成状況

コンサート開催 ・オクーンコンサート等開催 １回開催 ◎

町民主催事業
・文化活動の発表を行う個人・団体への補助
金交付

2団体以上 ◎

芸術・文化活動出場激
励交付金・賞賜金

・芸術文化活動において九州大会等へ出場し
た個人・団体へ激励交付金、県大会等で優勝
等した個人・団体への賞賜金交付

実施 ◎

文化財清掃ボランティ
ア活動

・文化財への興味関心を高め、郷土への愛着
を深めることを目的とした清掃活動の実施

清掃活動1回開
催

◎

取組・事業名等 概   要 目標（値） 達成状況

町民が主催し文化活動の発表を行う町民主催事業への支援を行いました。また、海外から一流の演奏者

を招いたオクーンコンサートを開催しました。

今後も、幅広い世代の住民が参加し芸術文化に触れる機会の充実や支援が求められています。
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取組方針５－１　生涯学習の振興

◇ 現状と課題

所管

1 生涯

具体的施策②　公民館等での町民文化祭などでの学習成果の発表機会の充実

所管

1 生涯

具体的施策③　人権・同和教育の推進

所管

1 生涯

取組方針５－２　スポーツの振興

◇ 現状と課題

取組・事業名等 概   要 目標（値） 達成状況

人権・同和教育 ・各研修会への参加 年３回以上参加 ◎

取組・事業名等 概   要 目標（値） 達成状況

町民文化祭への展示 ・講座で作成した製品を展示 3カ所で実施 ◎

具体的施策①　築上きづきの杜（旧町民大学）における休日などの講座の実施拡大などによる幅広い
町民への学習機会の提供

取組・事業名等 概   要 目標（値） 達成状況

休日講座の実施 ・築上きづきの杜の講座を休日に実施 １件以上実施 ◎

基本施策3 生涯学習・スポーツ

基本方針５ 誰もがあらゆる機会や場所で学習できる生涯学習環境の整備

築上きづきの杜（旧町民大学）における幅広い住民への学習機会を提供するため、休日の講座実施の拡

大など、新たな参加者が利用しやすい環境づくりを進めます。

生涯にわたり主体的な学習への取組みを継続するためにも、各社会教育関係団体への支援および住民へ

学習機会の充実を行う必要があります。

機構改革により、人権・同和教育に関しては所管課が変更されましたが、今後も担当課とともに取り組んで

いきます。

少年期のスポーツの振興と体力向上及び青少年の健全育成を図ることを目的に各種スポーツ教室を実施

しました。

障がいの有無に関わらず誰もが活躍できる場を提供することを目的に障がい者スポーツ事業を行いました。

幅広い住民のスポーツ参加促進のための各種スポーツ団体等への継続的な支援が必要です。また、多様

性への理解を深めるため、スポーツを通じた心のバリアフリー教室等の施策を展開します。

- 14 -



具体的施策①　幅広い町民のスポーツ参加を促進する各種スポーツ団体への助成及び支援

所管

1 生涯

2 生涯

3 生涯

4 生涯

所管

1 生涯

2 生涯

具体的施策③　海洋センターを生かしたマリンスポーツの普及

所管

1 生涯

2 生涯

3 生涯

4 生涯

5 生涯

築上町海洋クラブ
・B&G指導員の指導による、カヌー・ボー
ト・ヨット等の操縦方法の指導

年6回程度実施 ▲

水泳教室 ・専門指導員による水泳教室の開催
一般向、障がい者向
けを各2回程度実施 △

障がい者マリンスポー
ツ体験教室

・B&G指導員の指導による、カヌー・ボート
等の乗艇体験

年2回程度実施 ◎

水辺の安全教室
・B&G指導員の指導による、着衣泳・背浮
き・ペットボトル浮遊体験

3校以上 ◎

取組・事業名等 概   要 目標（値） 達成状況

マリンスポーツ体験教
室

・B&G指導員の指導による、カヌー・ボート
等の乗艇体験

年2回程度実施 ◎

車いすバスケット体験
教室

・中学生を主な対象とした車いすバスケット
体験教室の実施

各中学校で学年を
限定し実施（年1
回）

◎

心のバリアフリー教室
・小学生を主な対象としたブラインドサッ
カー体験等を通じての多様性への理解、合理
的配慮について学ぶ教室の実施

4年生を対象に
実施（年1回）

◎

スポーツ激励交付金
・九州大会・全国大会等へ出場した選手に対
し、激励交付金交付

実施 ◎

具体的施策②　町民への多様性の理解を深める障がい者スポーツ（パラスポーツ）の体験教室の実施

取組・事業名等 概   要 目標（値） 達成状況

各種大会・教室開催支
援

・日ごろの成果の発表の場及び活動の場とし
てライフステージに応じた各種大会・教室等
の開催支援

年3回実施 ◎

スポーツ団体への補助
金交付

・スポーツ団体の活動助成のための補助金交
付

5団体 ◎

取組・事業名等 概   要 目標（値） 達成状況

スポーツ推進委員活動
支援

・町が委嘱するスポーツ推進委員の活動支援

会議を開催し活動
内容を協議（年12
回）

◎
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取組方針５－３　図書館の充実

◇ 現状と課題

具体的施策①　新しい生活様式に向けた図書館のバージョンアップ（電子図書の導入）

所管

1 生涯

具体的施策②　「知」の拠点とした集いの場、魅力ある図書館づくりの推進

所管

生涯

生涯

生涯

生涯

生涯

生涯

生涯

3 生涯

4 整備図書館建設事業 ・新築上町図書館「築きのもり」建設 工事発注 ◎

・保育所や放課後児童クラブ等との連携
意見交換会を年１
回開催 △

資料の充実 ・町民のニーズや幅広い年齢層に対応した選
書

リクエストへの対
応９８％ ◎

◎

・読書通帳を活用した読書推進（2冊目に移
行した年間表彰者）

表彰者15名程度 ◎

・ボランティア団体との連携
意見交換会を年2
回程度開催 ◎

2
子どもの読書活動推
進

・乳幼児を対象としたおはなし会の開催 年12回以上 ◎

・ブックスタート及びブックスタート・フォ
ローアップ事業（絵本配布）を実施

配布率85％以上 △

・図書館利用促進のためのイベント開催 年２回程度開催

取組・事業名等 概   要 目標（値） 達成状況

利用しやすい空間づ
くり

・館内のサインの見直し
館内情報板の設置
3カ所以上 ◎

取組・事業名等 概   要 目標（値） 達成状況

電子図書の導入
・新しい生活様式に合わせた図書館づくりと
して電子図書を整備

事前選書300点 △

図書館のＨＰのリニューアル、Ⅹ（旧twiter）の開始等、常に最新の情報発信を行っています。また『子ども

の読書活動推進計画（第２次）を策定し、乳幼児を対象としたおはなし会やブックスタート事業（4ヵ月児健

診時）及びブックスタート・フォローアップ事業（1歳6カ月児健診時）において絵本の配布や希望する小中学

生の児童・生徒に利用券及び読書通帳を作成・配布しました。

今後は、それを活用し子どもの読書推進を図るとともに、十分な学習席・閲覧席及び開架スぺースの活

用、電子図書の導入など、より多くの町民に利用していただける魅力的な図書館づくりに向けて図書館移

転の事業を進めて行きます。
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　具体的施策③　小、中学校と連携した図書館運営の充実

所管

1 生涯

2 生涯

3 生涯

4 生涯

学校文庫の充実
・町内の全小学校への学校文庫配布及び資料
の充実

新規購入本を各学校
配本数の１０％ ○

学校司書との連携
・小、中学校図書司書と町図書館司書の定例
的な会議の開催

学校図書館と連携し
た事業を年3回実施
する

○

利用券及び読書通帳の
発行

・利用促進を図るため新一年生へ利用券・読
書通帳を作成・配布

未取得者への配
布率95％

◎

読書通帳の活用
・校外学習での貸出及び読書通帳記帳体験の
実施

3校以上 ◎

取組・事業名等 概   要 目標（値） 達成状況
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取組方針６－１　青少年の健全育成

◇ 現状と課題

具体的施策①　青少年の育成、ジュニアリーダーの育成

所管

1 生涯

具体的施策②　子ども会育成会への活動支援

所管

1 生涯

具体的施策③　地域学校協働活動の推進

所管

生涯

生涯

生涯

具体的施策④　非行防止と安全確保の活動推進

所管

生涯

生涯

1 青少年育成町民会議活
動推進

・夜間およびイベント時の巡回活動

毎月１回の夜間巡
回、年２回のイベン
ト巡回実施

◎

・子育て講演会や未成年の喫煙等抑制・防止
啓発活動

講演会年１回、
啓発活動年３回
実施

◎

各校に１人以
上配置

◎

・地域学校協働活動推進員会議の実施 年1回以上 ◎

取組・事業名等 概   要 目標（値） 達成状況

取組・事業名等 概   要 目標（値） 達成状況

1 地域学校協働活動

・地域学校協働活動統括推進員の配置（各本
部）

各本部に1名配
置

◎

・地域学校協働活動推進員の配置（各校）

取組・事業名等 概   要 目標（値） 達成状況

子ども会育成会活動支
援

・子ども会育成会の活動支援 年10回以上 ◎

取組・事業名等 概   要 目標（値） 達成状況

ジュニアリーダー活動
支援

・ジュニアリーダーの活動実施 年10回以上 ◎

基本施策４ 青少年健全育成

基本方針６ 青少年の健全育成

青少年の自主性・協調性を育むため、町子ども会育成会等の活動の推進を行い、成長に寄与しました。

地域を舞台に活躍する次世代のリーダーの育成を目的として、ジュニアリーダーへ研修を行いました。非行

防止と安全確保を図ることを目的として、夜間巡回などの活動を行いました。

青少年の「生きる力」の育成のため継続的な推進・実施が必要です。そのためにも、地域の協力が必要と

なります。

- 18 -



Ⅳ 学識経験者意見 

 

令和７年度築上町教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況（令和６年度対象）

についての点検及び評価に関する意見 

 

１ 教育委員会の活動状況について 

 

 教育委員会会議については、定例会１０回、臨時会５回と適切に開催されている。内容に

おいても規則の制定や改廃、教育予算等の原案の承認、人事関連案件等々、教育委員会の重

要な案件について適切に管理・執行されている。 

 教育委員会会議以外の活動においても、学校訪問や研究発表会訪問を実施し、すべての学

校の教育活動に直に触れる場や学校の教職員と意見交換する場を設定している。これらの活

動は、学校現場に根ざした実効性のある教育施策を実現する上で大変意義深いと考える。 

 総合教育会議においては、STEAM 教育の推進、学校長寿命化計画の改定案、図書館建設事

業、椎田地区小中学校･地域コミュニティ一体型建設事業が主要議題となっている。築上町の

今後の教育方向を左右する重要案件について町長と意見交換を行ったことは、大変意義深い

ことであると考える。今後も、教育の方向を決定する重要案件について、特に予算の執行を

伴う事業等についての基本理念を首長と率直に意見交換をすることは、大変重要なことであ

ると考える。現在進行中である町立小中学校の再編統合については、学校関係者、保護者、

地域住民の声に耳を傾けるとともに、町及び教育委員会の理念や考え方、具体的な進め方を

丁寧に周知し、協働して取り組めるようにしていくことが重要であると考える。 

 

２ 教育施策の進捗状況について 

(1)  基本施策１ 学校教育 

① 基本方針１「夢と志を持ち、可能性に挑戦し、未来を切り拓くため必要となる        

資質・能力の育成」 

  

築上町では、「児童生徒の資質能力の育成」に向け学力アップ推進事業や築上塾、教員研修

など様々な事業を展開している。その取組を全国学力・学習状況調査の結果と結びつけて考察

することが必要であると考える。町の学力向上検証委員会等の場で、どのような取組が効果的

であったのかを分析・検証していくことが大切である。その中で、実効性のあった取組を各学

校に広げることが求められる。また、目標そのものも何回実施するといった量を指標とする取

組指標とともに質に係る指標を設定することも検討する必要があるのではないかと考える。 

「ICT 環境づくりと学習への有効活用の推進」では、指導者用デジタル教科書の導入、一人

一台タブレットの配布、情報教育･プログラミング教育の推進など、学校の ICT 環境整備や具

体的な活用推進に向け計画的に取り組んでいる点大いに評価できる。今後は、それらの機器を

活用して、各小中学校が個別最適な学びや協働的な学びの質が一層高まるような支援を期待す

る。 

「国際理解教育の推進」では、町独自で JET を３名配置し外国語教育を実施したことは評価

できる。今後、配置したことによる効果を検証し、国際理解教育の質がさらに高まることを期

待する。また、海外交流事業では、築上町グアム中学校交流事業において姉妹校締結ができた
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ことは今後に期待できる取組である。子どもたちが実際の交流体験を通して国際理解が深ま

り、国際感覚豊かになることを期待するところである。 

「校外学習など地域資源を生かしたふるさと教育の充実」では、ふるさと教育カリキュラム

の作成や地域偉人の教材化など精力的に取り組んでいることは大いに評価できる。特に延塚奉

行偉人マンガについてはさらなる活用を期待する。 

「地域学校協働活動の推進によるコミュニティ･スクールの充実」では、定期的な連絡会の

開催や研修会への参加など計画的に実施されている点で評価できる。町立小中学校の再編統合

についての意見聴取や合意形成もこうした場を活用することも一考に値すると考える。 

 

② 基本方針２「小中学生に対するセーフティーネットの構築」 

 

 「スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーの配置による相談体制の充実」で

は、人材を確保した上で、適正な配置に努め、定期的に開催できている点で評価できる。築

上町いじめ問題・不登校の対策協議会等の場でこれらの人材の専門的意見を生かし、相談体

制がさらに充実することを望む。また、子どもや学校の実情に応じて SCや SSW を臨機応変に

活用できることを期待する。 

 「特別支援学級による個に応じた支援の充実」では、支援内容に応じて支援員を配置する

など体制の整備に努めていると評価できる。今後は、支援員等の質の向上を目指して、可能

な範囲で特別支援教育等の研修の実施も一考に値するのではないかと考える。 

 「教育支援センター『あおぞら教室』の設置と運営」では、３名の指導員を配置できたこ

とは評価できる。今後、他機関等との情報交換を通して相談体制を充実し、不登校児童生徒

へのさらなる支援を期待する。 

 

③ 基本方針３「教育政策推進のための基盤整備」 

 

 「老朽化した学校施設に対する安心安全な教育環境の整備」では、学校施設長寿命化計画

の改定もなされている。併せて、椎田地区小中学校･地域コミュニティ一体型建設事業におい

て、着実に新施設の準備がなされている。老朽化した施設が多い中、児童生徒の安心･安全を

確保する意味で、計画に則り着実に環境が整備されることを望む。 

「学校図書館の整備」では、町内小中学校に計画的に司書を配置し運営している点で評価

できる。また、町図書館と連携し、それぞれの司書同士で定例的な情報交換の場を設けてい

ることは今後も継続が必要であると考える。読書離れが進んでいる現状を踏まえ、これらの

取組が子どもの読書活動に与える影響や効果につてさらに検証していくことを望む。 

 

(2)  基本施策２ 歴史・文化 

 

④ 基本方針４「郷土の歴史と文化を学び、将来に継承する環境の整備」 

 

 「文化財の保存・継承」では、築上町にある様々な文化財や天然記念物等を計画的に保

存・管理している点で評価できる。特に、文化財をデジタルアーカイブとして保存していく

取組は大変な労力を要するものと思われるが、今後も力を尽くしていただきたい。さらに、
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それらを生かした学習の場の充実や観光等への発展も期待したい。 

 「文化財や歴史資源を活用した学習機会、交流活動の充実」では、中津街道保存活用計画

に基づき、計画的に中津街道説明サイン設置事業等が実施されている。こうしたユニークな

取組は、他の市町と連携し今後も継続を望む。 

 また、築上町では、小中学生を対象に体験教室や見学会、歴史学習への講師派遣等様々な

取組がなされている。こうした取組は歴史への理解を深め郷土を愛する心情を培うことにつ

ながり意義深いと考える。一層の充実を願う。 

 「芸術文化の充実」では、文化活動の発表に関して個人･団体に対して補助金を交付するな

どの取組を実施している。また、町民が芸術に触れる機会としてオクーンコンサート年１回

開催している。このような取組により、町民が芸術に親しむ機会を増やしていくことは大変

意義深いと考える。今後も継続を期待する。  

 

(3)  基本施策３ 生涯学習・スポーツ 

 

⑤ 基本方針５ 誰もがあらゆる機会や場所で学習できる生涯学習環境の整備 

 

 「生涯学習の振興」では、築上きづきの杜を開催し、地域住民に対し学習の機会を提供で

きている。特に、これまで課題となっていた休日開催も実施できたことは評価できる。今

後、さらに住民の学習ニーズを探るとともに、一つひとつの取組の効果や課題等を検証して

いくことを望む。 

 「スポーツの振興」では、スポーツ推進委員の活動を支援するとともに、ライフステージ

に応じた大会や教室を開催できたことは評価できる。また、小学生を対象にブラインドサッ

カー体験等を、中学生を対象に車いすバスケット体験教室を実施している。こうした取組は

パラスポーツへの理解だけでなく、人間理解を深めるものと評価できる。 

 また、海洋センターを生かしてマリンスポーツの普及活動を実施しているが、築上町の特

性を生かした取組として評価できる。特に、昨今の水難事故の多発に鑑み、水辺の安全教室

のさらなる充実を望む。 

 「図書館の充実」においては、図書館建設事業が大きな柱であったが、計画に沿って着実

に実行できている点で評価できる。町民に愛され、ニーズや幅広い年齢層に対応した資料や

書籍等の充実を望む。また、乳幼児期から本に親しむ諸事業を展開していることや読書通帳

の取組は、子供自身が自分の読書傾向を把握し、次の読書に向けた意欲につながる意義ある

取組であると評価できる。読書は、子供の心の栄養であり、豊かな人間性を培うことにつな

がる大切なものである。新しい生活様式に合わせた電子図書の整備と平行しながらさらなる

充実が望まれる。 

  

(4)  基本施策４ 青少年健全育成 

 

⑥ 基本方針６ 青少年の健全育成 

 

 「青少年の健全育成」については、ジュニアリーダーの育成や子ども会育成会の活動支援

などを計画的に実施できている点で評価できる。しかし、地域の子ども会などの組織そのも
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のの加入者の減少などの課題も見られる。加えて、青少年を健全に育成するための人材も不

足している現状である。これらの課題を解決するためには、教育委員会の範疇にとどまら

ず、幅広く町のあり方や進むべき方向と併せて関係部局や団体と協議することが必要である

と考える。 

 これまで築上町教育委員会が真摯に取り組んできた諸施策が、「２１世紀を担う“持続可能

な社会の創り手”の育成」という基本目標に向けさらに充実・発展することを願うところで

ある。 

 

 

 

 

令和７年８月１８日      

 

外部評価委員会委員    皆尺寺 敏 紀 

 

外部評価委員会委員    柿 本 直保美 
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